
新型コロナウイルス感染症にかかる
県内の感染動向等について

対象期間 9月26日～10月2日

10月4日 健康医療福祉部感染症対策課





１、県内の感染状況について

1）県内の陽性者発生状況

2）公表日別感染動向（10/２現在）

新規感染者数

今週の報告数(9/26～10/2） 3,477人

累計（10/2現在） 234,441人





３）年代別 10万人あたりの新規感染者数推移
（公表日 直近７日間の累計患者数）（Ｒ４.７/１–１０/２）

10歳未満, 443.04

10歳代, 425.92

20歳代, 277.25

30歳代, 270.46

40歳代, 313.13

50歳代, 203.43

60歳代, 96.77

70歳代, 97.94

80歳代, 68.57

90歳以上, 192.08
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４）近隣府県等の10万人当たりの新規感染者数の推移
（直近７日間の累計患者数）（Ｒ４.７/１–１０/２）

大阪府, 222.83 

京都府, 198.18 

滋賀県, 245.90 

東京都, 238.75 

兵庫県, 176.36 

奈良県, 233.98 

和歌山県, 201.19 

岐阜県, 222.90 

三重県, 274.06 

福井県, 283.07 

全国, 222.67 
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２、県内の感染状況・各指標の状況について（10/2現在）
１）県内の病床数および宿泊療養施設の状況

２）県内の陽性者発生状況

重症：ICUに入室または
人工呼吸器・ECMO(体外式膜型人工肺）が必要

中等症：酸素投与が必要

陽性者累計
入院患者
（県内発生）

死亡
軽症 中等症 重症

234,441 115 86 29 0 324

３）各指標の状況
現時点の確保病床の占有率※1 30.2%

最大確保病床の占有率（レベル判断指標）※2 24.4%

うち重症者用病床の最大確保病床の占有率（レベル判断指標）※3 0.0%

直近1週間における人口10万人当たりの新規報告数 245.9人

直近１週間と先週１週間の陽性者数の比較※4 少ない

直近1週間のPCR等陽性率※５ 46.0%

PCR等検査数（直近１週間分） 8,441件

PCR検査数（累計） 569,756件

抗原検査数（累計） 399,534件

※１現時点の確保病床の数、410床に対する割合

※２最大確保病床数（ピーク時に確保予定である病
床数）、508床に対する割合

※３最大確保病床数（ピーク時に確保予定である病
床数）、52床に対する割合

※４直近一週間の陽性者数が先週一週間に比較して
多いか少ないか記載

※５報告受領件数（抗原検査を含む）に基づく陽性
率（自己検査・無料検査は含まない。）

病床数 入院者数 空床数
県内発生 その他

410 124 115 9 286

宿泊療養
部屋数

療養者数 その他 空数
県内発生 県外発生

631 32 32 0 51 548



４）各レベル判断指標の推移

20％未満：レベル０・１

10人未満：レベル0

50％以上：レベル3・4

20％以上50％未満：レベル２

50％以上：レベル3・4

50％未満：レベル0・1・2



５）陽性率の推移（7日間移動平均）

陽性率の7日間の移動平均（その日までの7日間の平均）を見ると、9月30日現在の陽性率は
46.0％でした。※検査実施日ごとの報告件数（抗原検査を含む）に基づく陽性率



６）PCR等検査の状況(陰性確認を除く）



７）相談体制について



評価（9/26～10/2の感染状況）
新規陽性者数は、全国的に継続して減少傾向が見られ、療養者数や病床使
用率も低下傾向にあります。
本県も同様に減少傾向にあり、今週先週比は0.65、直近1週間における人口
10万人当たりの新規報告数は245.9人で先週より約130人減少しています。
年代別では、全ての年代で減少傾向にあります。
最大確保病床に対する占有率は10月2日時点で24.4％と低下傾向にあります。
９月26日から全国一律で全数把握の見直しが行われましたので、今後の感
染動向や医療の状況に注視が必要です。
９月７日に療養期間の見直しがされましたが、ウイルスの感染性には変わ
りはありません。療養期間終了後も有症状患者は10日間が経過するまで、
無症状患者は７日間が経過するまでは感染リスクがあり、適切な感染対策
を行う必要があります。
現在、行動制限はありませんが、手洗い、場面に応じたマスク着用、常時
換気など基本的な感染対策の実践をお願いします。今後、水際対策等もさ
らに緩和される予定で、特に高齢者等ハイリスクの方との関わりがある方
は、より慎重に感染対策を実施するようにしてください。
高齢者施設、障害者施設等でクラスターが多発しており、施設内感染の予
防を徹底する必要があります。また、陽性者が施設内で療養する場合で
あっても治療を提供できるように、嘱託医や協力医療機関と事前に調整し
ておくことが必要です。
9月下旬からオミクロン株対応ワクチンの接種が始まりました。ワクチンの
効果は徐々に減弱するので、ワクチン接種を進めることも重要です。


